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1. はじめに
　大学の教室で使用される英語教科書においては，学習指導要領に縛られな
いゆえ，時として学生に対して説明に窮してしまうような英語表現に出くわ
すことがある。それらは時として，母語話者でしか発することはできないと
しか思えないものもあり，彼らの言語能力を体現していると考えられる点で
大変興味ぶかく，考察に値すると言える。とりわけ筆者の注意を引いたのは，
以下の (1) のような例である (下線は筆者)。
　(1) a. Zappos’ keep-them-happy-approach to business　(熊井・Timson 2011: 23)
b. a stay-at-home mom with her two kids　(熊井・Timson 2011: 69)
c. their so-called “better-for-you items”(熊井・Timson 2013: 65)
　これらは全て，全体として語でありながら，句を包摂しているという点が
特異であると言える。言い換えれば，語に句が埋め込まれた例である。(1a/b) 
においては動詞句，(1c) では形容詞句がそれぞれ複合語における左側の要素
となっている。
　これらの類いの例は，形態論の分野では句複合語 (phrasal compound)と呼
ばれ，以前より研究されてきた (Botha 1978, Lieber 1983, 1992, Bresnan and 
Mchombo 1995, Wiese 1996, 島村 2005)。これらの中から，いくつかの例を拾っ
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2たものを (2) 及び (3) に挙げる。
　(2) a. a don't-tell-me-what-to-do-look (Bauer 1983: 164)
  b. a pain-in-stomach gesture (Mann, P., Steal Big,  London, etc.:
   Granada Publishing 1978, 134. Bauer 1983: 207)
  c. a what-do-you-think-movement (同上 : 72-73. Bauer 1983: 164)
　(3) the Charles and Di syndrome; a floor of a birdcage taste; over the fence 
gossip; in a row nests; off  the rack dress; an ate too much headache; 
a slept all day look; God is dead theology; a who's the boss wink; a 
connect the dots puzzle (Lieber 1992: 11)
　これらの例が，我が国の中学・高校の教室で教えられる機会はあまりない
ものと思われる。それでは，英語の母語話者にとっては，これらは文法的に
正しい例と言えるのだろうか。そのことを考える際に，この種の例は，日本
語においても意外に数多く見られるという事実を指摘しておきたい。 (4a) の
例は，各自治体のホームページなどに多数見いだされるし，(4b) の類いの例
は口語に見られる。 (5) に示す通り，他にも多くの例が報告されている。
　(4) a. いじめをなくそうキャンペーン
  b. 無料でみれていいのかレベルの画質 1(Twitter への投稿より)
　(5) 古本屋の女房殺し，幻の著者捜し，金儲けの亡者扱い (影山 1999: 12)
　影山 (1999) は，英語でも日本語でも，このような表現は正式ではなく，口
語的であるといった感じを与えると指摘している。これが正しいとすれば，
英語の母語話者は，我々日本語の母語話者が感じる直感を (1) - (3) の例にも
抱いているということになる。Lieber (2005: 377) によると，英語においては，
この種の形は書き言葉よりも話し言葉に多く見られ，しばしばその場の思い
つきで発せられるとのことである。Spencer (2005: 83) は，句複合語そのもの
が英語においては基本的には不適切であり，句複合語がその場しのぎである
1 (4a) の例は，(i) の [   ] 内のような，名詞の修飾節とは区別されなければならない。
修飾節には疑問の助詞「か」は現れない。
 (i) [無料でみれない ] レベルの画質
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か，或いは語彙化されている場合を除き，句は複合語内部に生じることがで
きないと主張している。
　こうした性質から，規範文法において，この種の例が排除されたとしても
無理はないであろう。句複合語は，非母語話者にとっての外国語教育におい
て顧みられる機会がおそらく皆無であるのも当然であると言えよう。しかし，
冒頭にも挙げたように，大学用英語教科書にも実際に登場していることから，
単なる例外や言い間違いとして片付けられるものでもない。
　本稿では，筆者が実際に教室で用いた教材２点に現れた (1) の各例を出発
点として，句複合語について，先行研究を検討し，記述文法・理論言語学に
おける位置づけを明確にした上で，語彙化の有無が重要である点を指摘する。
その上で，句複合語について，教室においていかに扱われるべきかを考察す
る。
　本論文の構成は以下の通りである。第２章において，句複合語に関する主
要な先行研究を概観する。第３章では，句複合語は一枚岩ではなく，語彙化
の有無によって区別され，異なる分析がなされるべきであると主張する。第
４章では，句複合語が実際に語であるのか否かを検証し，句複合語とされる
表現の中には句と考えられるものも存在するが，語とみなすべき根拠もある
ことを示す。第５章では，句複合語が大学の教室においていかなる扱いを受
けるべきかを述べる。
2. 句複合語に関する先行研究
　学校文法及び規範文法ではほとんど顧みられないにも関わらず，英語にお
いて，句複合の用例が多数観察されるのも事実である。理論言語学，とりわ
け形態論において，句複合のデータはどのように分析されてきたのであろう
か。 
　句が複合語に現れる現象は，形態論においては句複合または句の包摂と呼
ばれるが，理論的には語彙論的仮説 (Lexicalist Hypothesis)との関連で取り上
げられることが多い (影山 1999)。語彙論的仮説は，多くの研究で様々な形で
4提唱されてきたが，Lapointe (1980: 8) は， (6) のように述べている。
　(6)統語論の規則は，語の内部の要素に言及してはならない。 
　句複合語は，統語論の射程内にある句が，形態論の領域である複合語の内
部に現れているように見えることから，語彙論的仮説にとって，強い反証と
なりうる。Lieber (1992) は，複合語の内部に句が含まれる点に注目し，文法
には形態部門が独立して存在せず，語形成においても統語論と同じ規則が適
用されるという主張の根拠の一つとしている。
　これに対し，Bresnan and Mchombo (1995) は，句複合語の左側の要素は一
見句であるように見えても，実は語彙化されており，句としての内部構造や
統語的性質は持たないと主張している。
　Wiese (1996)は， (7) のように句複合語における左側の要素に他言語の句や
文が生じ得る事実から，左側の要素は全体が引用句であり，内部構造を持た
ないので，語彙論的仮説を脅かすこともないと主張する。
　(7) die Just-in-time-Garantie
  'the just-in-time guarantee' (Wiese 1996: 186)
　一方で，Ackema and Neeleman (2004: 126) は，句は複合語内に自由に現れ
ると述べている。彼らは英国の日刊紙 The Guardian を 10 分間調べた結果と
して (8) に挙げた例が見いだされたことを紹介し，英語の句複合語が語彙化
されている必然性はないと主張している。
　(8) white water rafting; white van man; red letter day; lost luggage 
department; sit on the sidelines Euro policy; either way offences; not 
guilty plea; animal to human transplant experiments; one to one peg; 
fixed rate market; root and branch reform; full year results; low price 
bitters; no music policy and no smoking areas; go anywhere at any time 
access; bragging about himself  calligraphy; building block theory
(Ackema and Neeleman 2004: 124)
　上の各研究においては，「語彙化」(lexicalization)という概念が重要な役割
を果たしている。島村 (2005: 66 - 67) も指摘する通り，この概念は複数の異
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なった意味で用いられるが，上の各研究においては，語または句がレクシコ
ン (脳内辞書)にリストされるという意味で用いられていると考えられること
から，本稿でもこの意味で用いることとする。
　果たして句複合語の左側の要素は語彙化されているのであろうか。それと
も，通常の句や文のように，生産的であると言えるのだろうか。Bauer at. al 
(2013: 489) は，(9) の例を挙げ，句複合語に現れる句は語彙化されているとは
言えず，また引用句であるとする根拠もないと指摘している。
　(9) a. He was the groundsman, handyman, if-there's-any-sort-of-difficulty-
ask-William-and-he'll-fix-it-for-you person about the place. (Meynell, 
Laurence. 1978. Papersnake.  London: Macmillan)
  b. We've got a what-the-unions-will-allow-us-to-print press. (同上 : 80)
  c. The old manage-somehow-on-a-shoestring days were definitely gone.
(同上 : 125)
　Bauer and Renouf (2001: 108) 及び Katamba (2005: 75) も，それぞれ (10a) 
と (10b) にある通り，同様の例を挙げている。
　(10) a. an if-you-really-want-to-know sneer (Ripley, Mike, Angels in Arms, 
New York: St Martin's Press, 1991, 10)
  b. anything-goes-as-long-as-you-can-get-away-with-it-culture
　句複合語の内，少なくとも，(9) 及び (10) の例は，Lieber (2005: 377) も言
う通り，その場で発せられたものであると考えるのが妥当であろう。少なく
とも，これらの例が語彙化されているとは到底考えられない。
　更に，屈折語尾や機能範疇のような文法的要素は，複合語の内部には現れ
ないことが知られている (影山 1999: 11)が，(9)・(10) においては，複数形・
時制変化のような屈折語尾及び補文標識・助動詞等の文法的要素が多数現れ
ている。このことは，句がそのまま複合語に埋め込まれていることを示唆し
ていると言える。 Ackema and Neeleman (2004) の分析を採用すれば，例えば 
(8) の内，動詞句を左側要素に持つ例は，(11) に示した通り派生されることに
なる。
6　(11)
(Ackema and Neeleman 2004: 124 一部改変 )
　Ackema and Neeleman は，統語部門と形態部門は互いに独立していると考
えており，基本的には語彙論的仮説の妥当性を認める立場であると言える。
一方で，彼らは統語・形態部門の関係は非対称的ではなく，語が統語構造に
挿入されるのと同様に，句が複合語内に挿入されるのも自由であると主張し
ている。 従って (11) においては，動詞句が複合語の左側の要素である N に
挿入される。 (11) では動詞句を例としたが，VP の代わりに名詞句，前置詞
句及び文といった，様々な範疇の句が自由に複合語内に生起することを許す
枠組みである。
　果たして複合語内には自由に句が現れることが許されるのであろうか。 
Burstein (1992) は，(12) の例を挙げ，複合語内部においてどんな句でも無制
限に出現する訳ではないと指摘している。
　(12) *along the wall ivy; *beside the river vineyards; *along the highway 
telephones; *at the corner cafe; *by the sea cottage; *underneath the 
ground wires; *on the shoulder parrot; *across the desert journey; 
*inside the pool fungus; *at sunrise boatride; *during the holiday feast; 
*in pencil sketches (Burstein 1992: 54-55)
　Burstein は，(12) の各例と容認される (13) の各例とを比較し，句複合語の
左側の PP が文字通りの意味ではなく，メタファーによってイディオム化し
ていることが必要であると結論づけている。
　(13) over the fence gossip; around the world flight; in-store installations; 
on/off-line editing; after tax reform; after school special; off  the books 
N
N　　　　N
V　　　　PP
↑
VP
英語における句複合語について―米国ニュース教材に現れた例をめぐって　7
payment; in depth report; under the table payment; after dinner speaker; 
over-the-knee spanking; off-night classes; off  the cuff  remark; over the 
road truck; out of  control situation; on/off  campus housing; below the 
belt remark; below the knee dress; off  the rack dress; on time flight; on 
the mark politics; off  the wall statements; over the counter drugs; on 
the go people; out of  the way places;from Hollywood report; off-duty 
police; around the clock service; off-Broadway performance; on-the-job 
training; between meal snacks; after hours liaisons; on-site inspections; 
out-of-town performance; across-the-board increases
    (Burstein 1992: 53-54)
　この根拠として，(14) に示す通り，句複合語の左側の PP 内に形容詞を挿
入すると，全体が容認されなくなってしまう事実を挙げている。これは，(15) 
の句イディオムの場合と同じである。
　(14) off  the *brick wall statement; after *new tax reform; off  the *shirt 
cuff  remark; below the *bruised knee dress; out of  *small town 
performance;between *every meal snack (Burstein 1992: 56)
　(15) a. kick the bucket --> kick the *oaken bucket 
  b. out of the woods --> out of the *dense woods (Burstein 1992: 56)
　島村 (2005) も (16) の例を挙げ，句複合語が容認されるには，レクシコンに
リストされる必要があると主張している。(16) において，fence を hedge に代
えると容認されなくなるのは，やはり (17) のような句イディオムの場合に類
似していると言える。
　(16) a. *over the hedge gossip (cf. over the fence gossip)
  b. *after the quarrel peace (cf. after the war peace) (島村 2005: 64)
　(17) bite the bullet/ *bite the pellet (イディオムの意味で)
　島村 (2005) は，語彙化された句複合語と句イディオムとの間の共通点を指
摘している。一つは，句複合語の左側の要素内の名詞に伴う限定詞は，the, 
a, 及びゼロ限定詞の３つに限られているという点である。次に，語彙化され
8た句複合語においては，(18) から分かる通り，名詞に冠詞が伴わなかったり，
単数・複数の区別が失われたりする点で，文法化 (grammaticalization)の原
理 (Hopper and Traugott 2003)における脱範疇化 (decategorilaization)が観察
される。 (19) の例から明らかなように，これは句イディオムにおいても見
られる現象である。
　(18) the turn-of-century collision; penny-in-slot machines; the Teacher 
of  Year program; middle of  road opponents; state-of-art computer 
education; new, top-of-line hotels; a hole in wall board; a one-of- kind 
facility (島村 2005: 61- 62)
　(19) save face; take part in; make way for; take advantage of; come to hand
　以上の通り，句複合語内に現れる要素は通常の句に比べて限定されている
ことから，島村 (2005) は ，特定の統語構造のみが，レクシコンにおいて再
分析の対象になると提案している。前置詞を例に取った場合，再分析規則は 
(20) の通りであり，語彙化された動詞句や名詞句にも同様の規則が適用され
るとしている。
　(20) a. Adj → [P-the-N]
  b. Adj → [P-a-N]
  c. Adj → [P-N] (島村 2005: 69)
　以上で主要な先行研究を概観したが，句複合語には，様々な句が自由に埋
め込まれるという点で生産性が高いものと，イディオム化されているもの (あ
るいはイディオムに近いもの)の２種類があることが分かる。従来の研究では，
各自の理論的立場の正当化を急ぐあまり，これらの２つのタイプの句複合語
について，明確な区別が与えられないまま，それぞれの理論的立場から分析
がなされてきたように思われる。その結果，前者のタイプを重視する立場で
は，過剰な生成を許してしまう一方，後者のタイプを句複合語と見做す立場
においては，イディオム化されていない例を例外的なものや臨時語として片
付ける傾向があるように思われる。
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3. 句複合語における語彙化の有無
　句複合語の中でも，とりわけ (21) の各例のように文が埋め込まれている例
は，その場しのぎの性格が強く，島村 (2005) が示唆するように，臨時語であ
るとも考えられる。
　(21) a. a don't-tell-me-what-to-do-look
  b. a what-do-you-think-movement
  d. a who's the boss wink
  e. the groundsman, handyman, if-there's-any-sort-of-difficulty-ask-
William-and-he'll-fix-it-for-you person about the place
  f. a what-the-unions-will-allow-us-to-print press
  g. The old manage-somehow-on-a-shoestring days
  h. an if-you-really-want-to-know sneer
  i. anything-goes-as-long-as-you-can-get-away-with-it-culture
　これらの例においては，屈折語尾及び補文標識・助動詞・不定詞等の文法
的要素も含め，文がそのまま埋め込まれており，語彙化に際して観察される
脱範疇化は観察されない。従って，これらの文は，レクシコンにリストされ
ることはなく，語彙化されてはいないと考えられる。 Spencer (2005) が英語
において複合語内に句が現れることはできないと述べているのも， (21) のよ
うな例がレクシコンに登録されず，語彙化されないのが原因であると思われ
る。2
　動詞句が含まれる例についても，大半は文の場合と同様の観察が当てはま
るように思われる。 (22) に再掲した例及び (23) に挙げた例は，個々の語から
2 Burstein (1992: 83 - 84) は，(i) の例を挙げ，句複合語内に現れる文と動詞句は，引用
句または本のタイトルであることが多く，それらはおそらく語彙化されているであ
ろうと述べている。
 (i)her usual "Get outta here!" remark(Burstein 1992: 84)
 ここで語彙化が起きているとすれば，引用句の部分ではなく， her usual の部分であ
ると推測される。何故なら， (ii) のような例が多数，ネット検索等で見いだされるか
らである。
 (ii)She had walked into the house and shouted her usual, I'm back. (BNC)
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全体の句の意味が予測できるものばかりで，いずれもイディオムとは言い難
い。従って，その場で発話されたもので，レクシコンに登録されたものでは
ないと考えられる。特に (22a) 及び (22d) において，動詞の過去形が現れて
いる点が，動詞句が語彙化していないことを示している。3,4 
　(22) a. a slept all day look
  b. go anywhere at any time access
  c. bragging about himself  calligraphy
  d. an ate too much headache
　(23) an old-style white-shoe do-it-on-the-golf-course banker, the usual wait-
until-next-year attitude, a wait-until-after-the-elections scenario, a kind 
of  get-to-know-what's-going-on meeting place, the like-it-or-lump-it 
theory of  public art, a sweep-it-under-the-rug amendment, a take-it-
or-leave-it choice, the-yet-to-be-written 1987 bill, a certain chip-on-the-
shoulder attitude, make-it-from-scratch traditionalists, a rob-Peter-to-
pay-Paul system, get-out-the-vote drives
    (Liberman and Sproat 1992: 156)
　以上の観察より，句複合語の左側要素の内，文及び動詞句については， 
Ackema and Neeleman (2004) の分析に代表される通り，語彙化のプロセスを
3 一方で，島村 (2005) は， (i) の例を動詞句が語彙化された場合として挙げ， (ii) の通り，
これらの動詞句が脱範疇化を許す事実を指摘している。
 (i) a. a connect the dots puzzle (Lieber 1992: 11)
         b. that decorative, hang-on-the wall TV (Burstein 1992: 72)
 (ii) a connect dot map; a hang-on-wall TV for home use (島村 2005: 62)
 (i) の例は，ネット検索からも，広く使用されていることが窺える。(ib) については，
COCA において以下の２件の用例が見いだされる。
 (ii) a. one of the hang on the wall sets
  b. one of the hang on the wall technologies
 以上より，動詞句も例外的ではあるが，語彙化を許す場合があると考えられる。
4 動詞が原形の場合，命令文と区別する必要がある。下記の例では，命令文が埋め込
まれているものと考えられる。
 (i) win a Mazda competition (Lieber 1988: 205)
 (ii) Speak-Mandarin-Not-Dialects Month; national clear-your-desk day
 (Liberman and Sproat 1992: 156)
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経ることなく，内部構造を保持したまま，複合語の左側要素に挿入されると
考えるのが妥当であると思われる。例えば， (22c) は (24) のように派生される
ことになる。
　(24)
　(24) では，統語部門で生成された VP が，形態部門で複合語の左側要素の 
N に挿入されている。
　文及び動詞句の場合とは対照的に，句複合語内に現れる前置詞句には，語
彙化された例が多いと思われる。上の (13) で見た Burstein (1992) の例の内， 
(25) の各例は，いずれもメタファーによって明らかにイディオム化している
と言える。5
　(25) over the fence gossip; off  the books payment; in depth report; under the 
table payment; off  the cuff  remark; below the belt remark; off  the rack 
dress; on time flight; on the mark politics; off  the wall statements; over 
the counter drugs; on the go people; around the clock service; on-the-job 
training;between meal snacks; after hours liaisons; on-site inspections; 
across-the-board increases 
5 Burstein (1992: 56) は， (12)・(13) 間のコントラストから，句複合語内で許容される
前置詞句は，イディオム化されていることが明らかであると述べているが，これは
行き過ぎであると思われる。 (13) の例の内，少なくとも以下のデータについては，
イディオム化されているとは言い難い。
 (i) from Hollywood report; off-Broadway performance
 これらの前置詞句は，語彙化を経ず，句のまま句構造に挿入されるものと考えられる。
N
N　　　　N
V　　　　　PP
↑
VP
|
calligraphy
|
bragging
　
about himself
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　同じく (13) の例の内， (26) に挙げた例においては，名詞に冠詞が伴わない
か，もしくは単数・複数の区別が失われており，脱範疇化が観察される。
　(26) in-store installations; on/off-line editing; after tax reform; after school 
special; after dinner speaker; off-night classes; on/off  campus housing; 
on time flight; off-duty police; between meal snacks; on-site inspections; 
out-of-town performance 
　島村 (2005) も，前置詞句に脱範疇化が見られる場合として，以下の通り，
多数の例を挙げている。
　(27) my favorite after-party cleaning;the under-tree planting in this area; the 
first around world flight; our below knee boots; an off-map location; 
on campus housing facilities; an in-class conference; the in-row weeding 
devices; a major between class activities; off-rack clothes; inside-park 
homerun; all the behind scene work; off-record discussions; off  book 
value; the across-board-cuts; the in-house research programs
    (島村 2005: 61- 62)
　Burstein (1992) 及び島村 (2005) は，これらの前置詞句は (28) の再分析規則
によって，形容詞に再分析され，レクシコンに登録されると提案している。 
(29a) の前置詞句は (29b) の通り，形容詞に再分析される。
　(28) Adj → PP
　(29) a. over the counter drug
  b. [[over the counter]PP]Adj 
　最後に，句複合語の左側要素が名詞句である場合を取り上げる。名詞句は
語彙化された場合とそうでない場合の両方が見いだされる。まず (30) の各例
はイディオム化しており，語彙化されていると見なしてよいと考えられる。
　(30) top of the line printer; run of the mill meeting; state-of-the-art computer; 
spur of the moment party; fast lane lifestyle; last minute decision
    (Burstein 1992: 69)
　一方， (3) 及び (8) の内， (31) として再掲した例及び (32) の例においては，
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左側要素の名詞句は，全体の意味が個々の語から予測されることから，イディ
オム化はされておらず，語彙化されているとは考えられない。
　(31) a floor of a birdcage taste; white water rafting; white van man; red letter 
day; lost luggage department; fixed rate market; root and branch reform; 
full year results; low price bitters; no music policy and no smoking areas
　(32) American clothes of  the 1920's auction; allegation of  treachery trial; 
recruitment of personnel campaign (Burstein 1992: 75)
　(30) の例は， (33) の再分析規則によって形容詞に再分析され，レクシコン
に登録される。 (34a) の名詞句を例に取れば， (34b) のように再分析されるこ
とになる。
　(33) Adj → NP
　(34) a. top of the line printer
  b. [[top of the line]NP]Adj
　これに対し， (31) 及び (32) における非主要部の名詞句は， (35) に示した通
り，そのままの形で複合語の左側要素に挿入されると考えられる。
　(35)
　以上をまとめると，文及び動詞句の場合，統語部門で構築された後，形態
部門において句複合語の左側に挿入される。これは Ackema and Neeleman 
(2004) の分析を支持することになる。これに対し，前置詞句は， Burstein (1992) 
及び島村 (2005) の提案に従い，語彙化され，形容詞として再分析された上で，
句複合語の左側要素として現れることを見た。一方，名詞句の場合，句のま
N
N　　　　N
N　　　　　PP
↑
NP
|
trial
|
recruitment
　
of personnel
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ま挿入される場合と，形容詞として再分析される場合の両方がある。従来の
分析に見られたように，どちらか一方の分析の妥当性を主張するのではなく，
左側要素が語彙化しているか否かに注目し，語彙化の有無によって，２つの
分析のいずれかを採用すべきであることを示した。
4. 句複合語は語か句か
　これまで句複合語が複合語を成すことを前提に論じてきたが，句複合語と
される例が，複合語であるのか，それとも実は句であるのかを判定するのは
難しい面があることが知られている。6  Lieber (1992, 2005) は (37)・(38) の例
を挙げ， (36) の各例が複合語であることの根拠としている。
　(36) a. a floor of a birdcage taste
  b. a who's the boss wink
  c. an if-you-only-want-to-know sneer
　(37) *a floor of a birdcage salty taste (Lieber 1992: 13)
　(38) a. *a who's the boss filthy wink
  b. a filthy who's the boss wink
  c. *an if-you-only-want-to-know insinuating sneer
  d. an insinuating if-you-only-want-to-know sneer (Lieber 2005: 377)
　(39b) 及び (39c) との間の違いが示す通り，複合語がまとまりを成すとすれ
ば，複合語内に形容詞を挿入することはできない。もし (36) のそれぞれの例
が複合語であるとすれば，主要部とその左側の要素との間に形容詞を挿入す
ることは出来ないことを予測するが， (37)・(38) のデータはその予測が正しい
ことを示している。
6 句と語を区別する基準としてよく知られているものに，強勢の置かれる位置がある。
句においては，主要部要素の強勢が置かれるのに対し，複合語の場合，非主要部要
素に強勢が置かれるとされている。しかし，通常の複合語においても，この一般化
には例外があることが知られている上 (Giegerich 2015 等)， Lieber (2005) は句複合語
における強勢のパターンはより一層多様であると指摘している。こうした事情から，
本稿では取り上げないこととする。
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　(39) a. a toy factory
  b. a small toy factory
  c. *a toy small factory
　Lieber の主張には反論もある。 Sproat (1992) は， (40) の例を挙げ，適切な
文脈を与えれば，句複合語とされる例であっても，形容詞の挿入を許す場合
があると主張している。これは， Sproat も言う通り， (39) のような紛れもな
い複合語ではあり得ないことである。
　(40) a. He gave an in-depth, thorough report.
  b. That was a completely off  the wall, gratuitous comment.
  c. The stew had a rather uniquely pungent, floor of  a birdcage, salty 
taste. (Sproat 1992: 248)
　Kato and Kageyama (1998) も，左側要素として文を含む場合について，５
名のアメリカ人母語話者に調査をおこなった結果として， (41) の例はすべて
容認されたと報告している。
　(41) a. a who's the boss knowing wink
  b. an I-told-you-so boastful attitude
  c. a devil-may-care reckless attitude
  d. a don't-be-angry-with-me frail look
　語が形態的緊密性を保つと考える限り，形容詞の挿入は許されず，(40) 及
び (41) の例は，句複合語ではないと結論せざるを得ない。ただし，句複合語
として挙げられた例の内，全体が複合語ではなく，句の場合があるのは確か
なようであるが，話者間での違いがあるのもまた事実である。
　Burstein (1992) は，前置詞句が句複合語の左側要素となっている場合につ
いて，主要部との間に形容詞の挿入を許すもの (42)とそうでないもの (43)と
があると述べている。
　(42) a. Johnny the Rat gave Sammy the Snake an extraordinary under the 
table payment.
  b. *Johnny the Rat gave Sammy the Snake an under the table 
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extraordinary payment.
  c. Channel 11 had a wonderful after school special.
  d. *Channel 11 had an after school wonderful special.
  e. Mille told Hazel some unusual over the fence gossip.
  f. *Mille told Hazel some over the fence unusual gossip.
  g. What a conservative below the knee dress!
  h. *What a below the knee conservative dress! (Burstein 1992: 63)
　(43) a. He made an off  the wall sarcastic comment.
  b. Mary presented an in depth accurate report.
  c. That was a below the belt idiotic remark!
  d. She made an off  the cuff  surprising remark. (Burstein 1992: 64)
　(42) におけるコントラストは，形容詞が句複合語内に挿入できない事実
を示している。 (42a) を例に挙げると， (44) に構造を示した通り，under the 
table payment 全体が主要部の N となっていると考えることにより， (42b) の
ように形容詞によって under the table と payment を分断することはできない
事実を説明することができる。
　(44) an extraordinary [[[under the table]PP ]Adj payment]N.
　これに対し， (43) においては，上のような差は観察されない。このように
形容詞によって前置詞句と主要部名詞が分断される場合，句複合語ではなく，
名詞句であると判断される。これが正しいとすれば， (43a/b) において， off  
the wall は形容詞 sarcastic と同じ構造上の位置を占め，主要部名詞 comment 
を修飾すると考えられる。
　前置詞句だけでなく，名詞句についても同様に二分される。 (45a) の各例
は (46) に示す通り，形容詞の挿入を許さないことから，句複合語であると判
断される。これに対し， (45b) の例は (47) の通り，全て形容詞の挿入を許す
ので，これらは句複合語ではなく，名詞句であると考えられる。
　(45)  a. teacher of the year award; friend of the court brief  
  b. a top of the line printer; a run of the mill meeting; a state-of-the-art 
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computer; a fatiguing fast lane lifestyle
　(46) a. *teacher of the year honorable award
  b. *friend of the court long brief
  c. *first lady sarcastic joke
  d. *seat of the pants non-chalent attitude
　(47) a. That is a top of the line speedy printer.
  b. That was a run of the mill lengthy meeting.
  c. That is an state-of-the-art expensive computer.
  d. Here is a fast lane fatiguing lifestyle.
　本節では，句複合語として紹介されてきた例が必ずしも複合語ではなく，
名詞句の場合があることを見た。ただし， Lieber (1992, 2005)と Sproat (1992)
及び Kato and Kageyama (1998)との間に見られるように，話者によって判断
が食い違う場合もあることから，句複合語として挙げられた全ての例が否定
されるとは言えない。
  
5. 結びに代えて：大学の教室における句複合語の扱い
　形態論による句複合語の分析を概観した上で，大学教科書に現れた (1)の
各例 ((48)として再録 )を分析し，教室における学生への説明について，私見
を述べてみたい。
　(48) a. Zappos’ keep-them-happy-approach to business 
  b. a stay-at-home mom with her two kids 
  c. their so-called “better-for-you items”
　まず，(48a/b)は動詞句，(48c)は形容詞句を含んでいる。いずれもハイフ
ンで結ばれていることから，複合語内に包摂された可能性がうかがえる。以
上の句複合語の分析において，左側要素が語彙化されているか否かに着目し
てきたが，これらがその場の思いつきで発話されたのか，それともレクシコ
ンに登録されたものかを検討する必要がある。
　明らかに語彙化の可能性が高いと判断されるのは， (48b)の例である。まず
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ドメインを英国内 (.uk)に限定して Google 検索をおこなった結果を (49) に示
した。
　(49) Google 検索でのヒット件数
  i. "a stay at home mom" 29500 例　　　　　　　　　　　　　　
  ii. "a stay at home mum"  27100 例　　　　　　　　　　　　　　
  iii. "stay at home moms" 29300 例　　　　　　　　　　　　　　
  iv. "stay at home mums" 13700 例　　　　　　　　　　　　　　
　アメリカ英語のコーパスである COCA においても， "a stay at home mom" 
の形で 14 件， "stay at home moms" の形で１件，それぞれ用例が見つかった。
これらの検索結果から，イギリス英語とアメリカ英語の両方において，英語
母語話者のレクシコンに広く登録されていることが窺える。意味の透明性は
比較的高いが，ただ「家にとどまる」という意味ではなく，「専業主婦の」といっ
た意味で用いられている点では，語彙化していると見なしてよいと思われる。
従って， (50) の通り，形容詞として再分析されていると判断される。
　(50) [[stay at home]VP ]Adj
　逆に (48a) の例は，ヒット件数が極めて少なく，米国に限定して検索した
結果は 18 件で，その内， (48a) と全く同一の例などを除くと，真の用例と呼
べるものは 7 件に過ぎない (英国内では 3 件)。この限りでは，話者の思いつ
きの発話である可能性が高いと考えられる。
　(48c) の例も，ネット検索ではかなりの数の例が見いだされる。英国に地域
を限定した Google 検索 では 2,470 件，米国内に限定した検索では 6,240 件
の用例がヒットした。語彙化していると考えてよさそうである。
　次に， (48) の例が複合語ではなく，句である可能性を考える。上で見た通り，
形容詞の挿入が許されるかどうかが判断基準となる。 Google 検索では， (51) 
のような例が複数観察される。
　(51) a. better-for-you food items 
  b. stay at home working moms
　左側要素と主要部名詞の間に割り込む要素が (51a) のように名詞である場
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合，名詞＋名詞の複合語をなしていると考えることができる。 (51b) のよう
に形容詞であっても， working moms 自体，複合語であると見なすことも十分
可能であると思われる。(48b) 及び (48c) の例については，複合語をなしてい
ると考えて問題ないようである。
　それでは，こうした例に遭遇した場合，学生にはどう説明すればよいので
あろうか。冒頭でも指摘した通り，日本語でも句複合語は数多く観察される。
以下に同様の例を追加する。
　(52) a. 仕事がこんなに楽でいいのだろうかレベル
  b. こんなに食べてしまっていいのかレベル
  c. キレないで行こうキャンペーン (a-c: Twitter からの例 )
  d. 特別なポケモンたちをもらおう！キャンペーン
    (www.pokemon.co.jp/ex/pokescrap2016/)
　これらの例からも分かる通り，句複合語は大学生のような若い世代にとっ
ては身近で，無意識の内に発話している場合が多いと思われる。自ら発話し
ておきながら，改めて内省してみると，自分自身，違和感を持つ話者が多い
のではないだろうか。この「違和感」とは，言葉遣いのような，規範文法か
ら来るものであると思われる。これらの例が規範文法・学校文法の観点から
は排除されるとしても，自然に発話している限り，言語能力の一部を成すと
考えるのが自然である。
　学生に対しては，まずは日本語の母語話者としての彼らの直感に訴え，こ
うした例が語に文を埋め込んでいることを意識させることがよいと思われ
る。その上で，英語の句複合語に戻り，形態論の観点からは句または文を語
に埋め込むという点で，同じ操作がおこなわれていることと，書き言葉とし
ては相応しくないことを指摘すれば，よく理解できるだけでなく，言葉や文
法の持つ面白さに気付き，普遍文法の存在が実感できることが期待される。
学校文法・規範文法の視点から，これらの例を頭ごなしに間違いであると決
めつけるのではなく，理論言語学や形態論を背景に説明を試みることにより，
言葉への興味を少しでも掻き立てる契機となるのではないだろうか。
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